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★平成18年に開園した「噴火湾パノラマパーク」は八雲町に大き

なチャンスをもたらした。

★平成２７年度にせまる北海道新幹線新函館駅（仮称）の開業は大

きなポテンシャルを秘めている。

★このチャンスを最大限に活かし、産業・経済面で新しいまちづく

りを進めるための議論が平成２４年の春から開始された。

★このプランは、これまでに行われた関係者の議論を踏まえ、今後

も持続可能な取り組みとするために、共通の認識とそれに沿った

為すべきことの手順と段取りを記したもの。

★今後社会情勢やニーズが様々に変化し、そのスピードは、想像以

上と予想される。このため、このプランでは、取り組みを通じて

確立すべき方向性とアクションのサイクルを記す。

★アクションとして取り入れる素材や手法は協議会における議論で、

その都度決定していく。

プラン策定の背景

★平成２５年４月から平成３０年３月までの５ヵ年間とする。

噴火噴火噴火噴火湾パノラマパークを活用したまちづくり協議会湾パノラマパークを活用したまちづくり協議会湾パノラマパークを活用したまちづくり協議会湾パノラマパークを活用したまちづくり協議会

・噴火湾パノラマパークの機能の向上と利活用の促進を図り、

八雲町における交流人口の拡大と産業・経済への波及効果の

増大を目指すために町内の産業・経済団体のほか、パノラマ

パークに関係する企業・道などの参画を得て構成する団体

・平成２４年６月２９日設立

・前身として平成１９年から平成２３年までは「噴火湾パノラ

マパーク懇話会」（噴火湾パノラマパークを舞台とし、訪れ

る観光客との交流を深める中で新たな町おこしを図ることを

目的）が存在していたが、より一層、まちの経済・産業対策

のウエイトを移す形で発展



２

経済構造変動の時代（新八雲町総合計画）

人口減少への歯止め人口減少への歯止め人口減少への歯止め人口減少への歯止め

産業・経済の活性化産業・経済の活性化産業・経済の活性化産業・経済の活性化

雇用機会の創出雇用機会の創出雇用機会の創出雇用機会の創出

地域生活基盤の維持地域生活基盤の維持地域生活基盤の維持地域生活基盤の維持
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遊休地・空家の発生

空き店舗の発生

犯罪を誘発

財政の悪化
主要産業の縮小主要産業の縮小主要産業の縮小主要産業の縮小

・撤退・転出・撤退・転出・撤退・転出・撤退・転出

税収の減少

失業者の増加

就業機会の減少

里山などの荒廃

休耕田・休耕地の増加

伝統文化の伝承が困難

自治体活動の継続が困難

相互扶助の低下

地域防災の低下

高齢化

競争環境の喪失

学校行事や部活動に支障

学校の統廃合

児童・生徒数

の減少

少子化・高齢化少子化・高齢化少子化・高齢化少子化・高齢化

地域地域地域地域((((都市都市都市都市))))のののの

魅力の低下魅力の低下魅力の低下魅力の低下

地域

コミュニティ

の弱体化

人口の減少人口の減少人口の減少人口の減少

商業施設の減少

バス路線の廃止・

運行本数の減少

医療施設の減少

図書館・公民館

などの公共施設

の減少・統廃合

鉄道の廃止・運行

本数の減少

需要の減少需要の減少需要の減少需要の減少
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雇用が確保される活力ある産業のまちづくり（新八雲町総合計画）

八雲町にとって追い風

“まちづくり気運の高まり”

北海道立「噴火湾パノラマパーク」の来場者数

Ｈ１８Ｈ１８Ｈ１８Ｈ１８ Ｈ１９Ｈ１９Ｈ１９Ｈ１９ Ｈ２０Ｈ２０Ｈ２０Ｈ２０ Ｈ２１Ｈ２１Ｈ２１Ｈ２１ Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２ Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３Ｈ２３ Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４

２３５,９５５ ２８１,３９２ ２６３,３１５ ３４３,７２７ ４６２,２５５ ４２１,５８０ ５３９,７９５

北海道新幹線新函館駅（仮称）の開業効果予測

誘発生産期 １９８億円／年 最終需要期 １６３億円／年 合計 ３６１億円／年＋ ＝

参考 新青森開業後の公開（出展：青森観光国際局）

パノラマパークの開園パノラマパークの開園パノラマパークの開園パノラマパークの開園

北海道新幹線の開業北海道新幹線の開業北海道新幹線の開業北海道新幹線の開業



～ 施策の内容 ～

～ 方 向 性 ～

○噴火湾パノラマパーク及び道南休養村を観光の交流拠点として位置づけ、機能の

向上と充実を図ります。

○北海道新幹線新函館駅（仮称）開業を見据え、交流人口の拡大による幅広い経済

波及効果の向上に資する取り組みを推進します。

○観光・物産の振興を図るため、情報発信力の強化、観光メニューや特産品の開発

ができる拠点と体制の整備を図り総合的な仕組みづくりを推進します。

○町内における産業連携を図るとともに、関係自治体や団体と連携し、公益的な

観光・物産振興施策の構築を図ります。

プロジェクトの目標

観光と物産の振興に関する施策体制(新八雲町総合計画)

○持続可能な地域経済の発展を図るために、地域にある強みを活かした産業（←観光・物産）を育成することで、地場食材を活用した食の魅力創造や地元の基幹産業と連携した体験

観光メニューの開発、地域の歴史・風土等を観光資源として活用促進し、新たな観光 資源の発掘・磨き上げからプロモーションまでのサイクルを確立する。

○北海道新幹線開業を見据え、近隣町村等と連携した受け入れ体制(地域プラットホーム)の構築を図ることで道立公園「噴火湾パノラマパーク」を拠点とした町内及び近隣町村との

観光ネットワークを形成する。

目標(関係機関の共通認識)

“交流人口の拡大による新しいまちづくり”プロジェクト“交流人口の拡大による新しいまちづくり”プロジェクト“交流人口の拡大による新しいまちづくり”プロジェクト“交流人口の拡大による新しいまちづくり”プロジェクト
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主要施策主要施策主要施策主要施策 施施施施 策策策策

１．観光・物産振興体制の整備 ①観光・地域物産情報を発信する場の整備 ②観光・地域物産振興体制の強化

③観光・地域物産振興をリードする人材の育成

２．観光機能の強化 ①観光資源のネットワーク化の推進 ②効果的な観光イベントの推進 ③観光資源の整備・保全

３．地域物産振興の強化 ①物産開発能力の強化 ②流通・販売力の強化

４．情報発信力の充実 ①観光プロモーションの充実 ②情報発信媒体の充実

区分区分区分区分
H 17H 17H 17H 17

合併合併合併合併

H 18H 18H 18H 18

パ ノ ラ マ パークパ ノ ラ マ パークパ ノ ラ マ パークパ ノ ラ マ パーク

開 園開 園開 園開 園

H 19H 19H 19H 19 H 20H 20H 20H 20 H 21H 21H 21H 21

ハ イ ウ ェ イハ イ ウ ェ イハ イ ウ ェ イハ イ ウ ェ イ

オ ア シ ス 開 通オ ア シ ス 開 通オ ア シ ス 開 通オ ア シ ス 開 通

H 22H 22H 22H 22 H 23H 23H 23H 23

大 震 災 影 響大 震 災 影 響大 震 災 影 響大 震 災 影 響

H 24H 24H 24H 24

(((( ベース年ベース年ベース年ベース年))))

H 25H 25H 25H 25

( 1)( 1)( 1)( 1)

H 26H 26H 26H 26

( 2)( 2)( 2)( 2)

HHHH ２７２７２７２７

北 海 道 新幹線開業北 海 道 新幹線開業北 海 道 新幹線開業北 海 道 新幹線開業

( 3)( 3)( 3)( 3)

H 28H 28H 28H 28

( 4)( 4)( 4)( 4)

H 29H 29H 29H 29

町 総 合 計画最終年町 総 合 計画最終年町 総 合 計画最終年町 総 合 計画最終年

( 5)( 5)( 5)( 5)

備考備考備考備考

八

雲

町

入

込

総

数

315.6 442.7 442.8 413.0 439.2 510.0 458.3 510.0 545.7 583.9 642.3 687.3 735.4 5年間での増加目標

・22万5千人

・約44%増加うち道外客 58.5 105.9 102.2 96.9 106.5 132.3 120.2

うち道内客 256.8 336.8 340.6 316.1 332.7 377.7 338.1

うち日帰客 282.3 409.6 413.6 385.4 412.6 487.5 438.8

うち宿泊客 35.8 39.7 29.2 27.6 26.6 22.5 19.5

【【【【目標値の設定目標値の設定目標値の設定目標値の設定 仮説：八雲町商工観光労政課仮説：八雲町商工観光労政課仮説：八雲町商工観光労政課仮説：八雲町商工観光労政課】

①八雲町における入込客数最大の施設パノラマパーク開園時平成22年度までの伸び率の平均値

[(H18 ～１９：０％)＋(H１９～２０：△１％)＋(H20～H21：６.３％)＋(H２１～２２：１６％)＋(H22～２３：△１０％東日本大震災の影響を考慮し除外)]／４＝５.３％

②５.３％のうち３.３％までを自然増加率とし、取り組み効果による増加率を設定＝２％

③H２３年度は大震災の影響を受けているとともに、取り組み過渡期でもあることから、H２４年度の入込数を２２年度と同様とし、目標値算出の基礎値としての設定

④H２３年度以降の増加率は、(以前の努力値２％)＋[２３年度以降の新たな取り組み(情報交流物産館の整備・町内体制整備・スキルアップ・PR効果)を考慮して５％と設定]＝７％

⑤H２４年度(ベース)意向の年度は前年度値に④で設定した増加率７％を乗じて算出(ただし、H27年度については、新幹線開業の影響を考慮し３％をプラスした１０％で算出

★交流人口の拡大★交流人口の拡大★交流人口の拡大★交流人口の拡大

★経済波及効果の増大★経済波及効果の増大★経済波及効果の増大★経済波及効果の増大

平成２３年度 総合効果１３.８億円(直接効果１０.８４億円) １人当り消費額の増大＝消費機会の増大→滞在時間の延長・宿泊比率の増加

((((観光客入込数観光客入込数観光客入込数観光客入込数 単位：千人単位：千人単位：千人単位：千人))))



企画調整と評価分析の仕組み作り

町内をコーディネートする体制の強化

広域連携の仕組みづくり
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個別機能の向上と町内連携の促進
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素材 と 手法・課題認識

・関係者間の連携強化

・誘致企業との連携

・町民意識の醸成
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区 分 キーワード 素 材

自然・風土

二つの海 太平洋の朝日・日本海の夕陽 など

自然の見せ方 噴火湾パノラマパーク・公共育成牧場・星空・遊楽部川 など

歴 史 尾張徳川家による開拓 酪農発祥の地・木彫り熊発祥の地・八雲神社(熱田神宮の分社) など

産 業

農業 牛乳・牛乳豆腐・チーズ・牛肉・豚肉・もち米・軟白ねぎ など

漁業 ホタテ・アワビ・ホッキ・ボタンエビ・鮭・イクラ など

林業 道南スギ・山菜 など

加工品など 味噌・醤油・海洋深層水・塩 など

・パノラマパークから

町へ人を流す仕組みづくり

・情報発信力の強化

・食べさせ方の提案

・食のブランド化

・地元ガイドの育成



アクション（川下）

★組み合わせ

★宣伝・普及

★販売

アクションアクションアクションアクション（川上）

★コンセプトづくり

★商品造成（磨き上げ）

～ 八雲町 観光・物産振興のサイクル ～

8
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観光・物産の案内観光・物産の案内観光・物産の案内観光・物産の案内

観光・物産のプロモーション観光・物産のプロモーション観光・物産のプロモーション観光・物産のプロモーション

町内連携・促進・共同開発町内連携・促進・共同開発町内連携・促進・共同開発町内連携・促進・共同開発

ｅｔｃｅｔｃｅｔｃｅｔｃ

③③③③データベース構築データベース構築データベース構築データベース構築

・システムの構築

・データ入力（整理・体系化）

八雲町は、日本で唯一、｢日本海｣と「太平洋」という性格の異なる“二つの海”に面し、そこから水揚げされる豊富な水産資源を有するとともに、農業において、北海道の酪農の発祥地とも言われ、酪農、

畜産が特に盛んであり、農作物もあわせると北海道にあるほぼ全ての食材が揃い、これらの食材を活かすための調味料についても海洋深層水を活用した塩・開拓の歴史とともに根付いた味噌・醤油が地元

で生産されているなど大きなポテンシャルを有している。

こうこうこうこうした地域条件を活かしてした地域条件を活かしてした地域条件を活かしてした地域条件を活かしてつくりあげられる八雲つくりあげられる八雲つくりあげられる八雲つくりあげられる八雲のののの魅力（魅力（魅力（魅力（特産品、観光メニュー）とそれら特産品、観光メニュー）とそれら特産品、観光メニュー）とそれら特産品、観光メニュー）とそれらを“を“を“を“作る人”、”提供する人”作る人”、”提供する人”作る人”、”提供する人”作る人”、”提供する人”、“、“、“、“案内する人”案内する人”案内する人”案内する人”、、、、されに、それらをされに、それらをされに、それらをされに、それらを

““““手伝う人達手伝う人達手伝う人達手伝う人達””””などなどなどなどを一つを一つを一つを一つのカタログとのカタログとのカタログとのカタログとして編集して編集して編集して編集する。する。する。する。

★★★★八雲への各種お問い合わせ八雲への各種お問い合わせ八雲への各種お問い合わせ八雲への各種お問い合わせにににに ★町内★町内★町内★町内でチームをつくる時でチームをつくる時でチームをつくる時でチームをつくる時にににに ★★★★八雲を八雲を八雲を八雲をPRPRPRPRする場面や機会する場面や機会する場面や機会する場面や機会にににに 用途用途用途用途はさまざまはさまざまはさまざまはさまざま

八雲セレクション（仮称）

八雲の自然・風土・歴史(画像で紹介)

八雲の産品(品名、内容(生産者のこだわり)、値段、取扱店 など)→一般的な最終消費財

八雲の体験(名称、内容(実施者のこだわり)、値段、取扱店(申し込み先)など)

八雲の技術(品名、内容(生産者、開発者のこだわり)、値段、取扱店(問い合わせ先)など)→部材、技術など

八雲の店(区分、店名、取扱品・営業情報(店主のこだわりなど))

八雲の人材(名人・達人)(氏名、内容、功績 など)→この人に聞け、著名人

八雲のチーム(産業・経済団体、イチオシ、うり など)

その他八雲アラカルト など

編 集 長 ：八雲観光物産協会

副編集長：八雲町

編集委員：八雲商工会、新函館農業協同組合八雲基幹支店、八雲町漁業協同組合、落部漁業協同組合、ひやま漁業協同組合熊石支所、山越郡森林組合、八雲町料飲店組合、

八雲ホテル旅館組合

②②②②データ収集データ収集データ収集データ収集

・各編集委員を通じての集約

・町内公募

①①①①仕様の決定仕様の決定仕様の決定仕様の決定

・コンテンツと集約フォーム

・アウトプットイメージ

④④④④更新・改定更新・改定更新・改定更新・改定

・第１版は平成２５年度中に作成

・データ更新は随時（一斉チェックは毎年度末）



交流メニューのプロデュース
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◆｢ホタテ｣｢アワビ｣

◆肉、牛乳、もち米

◆調味料(味噌、醤油、塩)

◆自然(海、山、川)

◆生活・歴史(街歩き)

◆産業(農業、漁業)

★ポイント

・町内で継続的に提供(旬は可)する。

・お金を稼ぐ又は、間接的に経済効果が定義づけられる。

・既存の資源、施設などを有効に活用する。

・PDCAサイクルを確立する。

★キーワード

二つの海・木彫り熊発祥の地・北海道酪農発祥の地

尾張徳川の歴史・自然美術館

コンセプトづくり

（生産者＋パノラマ協議会）

商品造成

組み合わせ

（生産者＋支援団体等）

宣伝・普及

（生産者＋支援団体等）

販 売

（生産者＋支援団体等）

評価分析

（生産者＋支援団体等）

市場・来訪者

町内外アンテナショップ



アイディアの発掘や支援ニーズのキャッチと取組みの実行・評価までの流れと役割分担
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被支援企業等

八雲観光物産協会

町外

支援

機関

町

町内

関係

団体

パノラマ協議会

での議論

町内企業等

パ

ノ

ラ

マ

協

議

会

被

支

援

企

業

等

パ

ノ

ラ

マ

協

議

会

被

支

援

企

業

等

町

外

支

援

機

関

町

案

件

関

係

者
八

雲

観

光

物

産

協

会

パノラマ協議会

での議論

町内企業等

行事等での意見

町民公募

広域協議会

での議論

パ

ノ

ラ

マ

協

議

会

案

件

関

係

者

パ

ノ

ラ

マ

協

議

会

案

件

関

係

者



情報交流物産館 丘の駅
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情報交流物産館 運営体制 [立ち上げ期]

会 長

理 事

副

会

長

副

会

長

社 員

事務局長事務局長事務局長事務局長

商工会

[協会事務局]

役 場

情報交流物産館運営協議会

町（商工観光労政課）・八雲観光物産協会・

八雲商工会ほか

マネージャー（事務局次長）

観光コーディネーター

物産コーディネーター

販売員

兼案内員

販売員

兼案内員

町（専掌職員）町（専掌職員）町（専掌職員）町（専掌職員）

情報交流物産館

一般社団法人

八雲観光物産協会

一般社団法人

八雲観光物産協会

会 長

理 事

副

会

長

副

会

長

社 員

商工会

施策の共有・連携

役 場

情報交流物産館運営協議会

町（商工観光労政課）・八雲観光物 産協会 ・

八雲商工会ほか

マネージャー（事務局長）

観光コーディネーター

物産コーディネーター

販売員

兼案内員

販売員

兼案内員

情報交流物産館・観光物産協会事務局

情報交流物産館 運営体制 [自立期]



来来来来 訪訪訪訪 者者者者

情報情報情報情報交流物産館交流物産館交流物産館交流物産館

①公園利活用促進機能

②観光・物産情報発信機能

③観光・物産情報集約機能

④観光・物産に関する企画機能

噴火湾噴火湾噴火湾噴火湾

ﾊﾟﾉﾗﾏﾊﾟｰｸﾊﾟﾉﾗﾏﾊﾟｰｸﾊﾟﾉﾗﾏﾊﾟｰｸﾊﾟﾉﾗﾏﾊﾟｰｸ

ＰＦＩ（株）ＰＦＩ（株）ＰＦＩ（株）ＰＦＩ（株）

北海道北海道北海道北海道

（公園設置主体）

指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者

パノラマパークエリアパノラマパークエリアパノラマパークエリアパノラマパークエリア

観 光

物 産

資 源

来訪者

ニーズ

来訪者来訪者来訪者来訪者

ニーズニーズニーズニーズ

情報情報情報情報

サービスサービスサービスサービス

来訪者

ニーズ

観 光

物 産

資 源

観光・物産に

関する

企画・協働

長万部町、森町、せたな町

今金町、厚沢部町、乙部町

江差町、上ノ国町、奥尻町

道内広域フィールド道内広域フィールド道内広域フィールド道内広域フィールド

長万部町、今金町、せたな町

黒松内町、島牧村、寿都町

蘭越町

函館市、札幌市、旭川市、

帯広市 など

公園圏域自治体

北海道新幹線開業を見据えた

広域観光連携協議会

その他道内主要観光拠点

（道内のハブとの連携）

顧客への動機づけ ・ 顧客動線 顧客への動機づけ ・ 顧客動線

八

雲

観

光

物

産

協

会

八雲町エリア八雲町エリア八雲町エリア八雲町エリア

情報共有

協 働

３次産業

２次産業

連

携

(

６

次

産

業

化

)

１次産業

町・道・国・その他支援団体

行政的支援

商

工

団

体

・

生

産

者

団

体

な

ど

～波及効果創出～

13

噴火湾パノラマパークを核としたまちづくり
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八雲町の観光と物産振興における情報交流物産館の位置付け

発 掘 販路開拓・拡大磨き上げ

町

内

消

費

来

訪

者

産業・経済団体 情報交流物産館

行政とともに消費者と地元の間に入り段階に応じて、

必要な施策投入のコーディネートを行い、企業（生産・流通）活動を促進する

○観光コーディネーター

○物産コーディネーター

国・道・関係団体（各種支援ツール）

町町町町 内内内内 町町町町 外外外外



国・道などの支援策
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機関名機関名機関名機関名 名名名名 称称称称 区分区分区分区分 補助率補助率補助率補助率 実施主体実施主体実施主体実施主体 内内内内 容容容容

観

光

農林水産省 食と地域の交流促進対策交付金

(食と地域の交流促進集落活性化

対策)

補助 定額 集落等 農村漁村を教育、観光などの場として活用する、多様な都市農村交流等を促進する

取組を支援するため、その推進体制の整備や実践活動などに必要な経費を国が集落

等に直接交付する。(1地区あたり上限220万円)

北海道経済

産業局

中小企業地域資源活用プログラ

ム(地域力活用新事業∞全国展開

プロジェクト)

補助 ①定額

②2/3,1/2以内

③定額

商工会等 地域の資源を活かした新商品・観光開発及びコミュニティビジネス創出に取り組む

事業を支援する。

①調査研究事業(500万円以内)

②本体事業(1年目800万円 2/3以内、2年目600万円 1/2以内)

③おもてなし事業(300万円以内)

北海道観光

振興機構

広域観光促進地域支援事業 負担 1/2以内(現金又は

現物協賛)

協議会等 複数の市町村を含む広域的な連携のもと、地域の観光資源を利活用した着地型観光

の受入体制整備に取り組むプロジェクトに対して支援する。

(負担上限400万)

北海道観光ブランド開発促進

事業

負担 1/2以内(現金) 協議会等 地域の埋もれた素材(食・環境・健康)などを活用して新たな観光メニューの開発・

受入態勢整備、着地型の旅行新商品の造成に取り組むプロジェクトに対して支援す

る。(負担上限200万円)

物

産

北海道 北海道どさんこプラザ

(東京・札幌・名古屋)

テスト販売

支援 販売手数料(18％) 道内の団体、企業、個人 新商品を3ヶ月間、｢北海道どさんこプラザ」(東京・札幌・名古屋)で販売し、その

過程で得られた情報をマーケティング活動に役立てる。

北海道中小

企業総合支

援センター

地域支援活用型ハンズオン支援

事業

指導 無料 中小企業者等 地域資源を活用した地域の新産業創出を促進するため、拠点地域に地域資源事業化

アドバイザーを配置し、ビジネステーマの発掘やビジネスプランの検討・策定、商

品・サービス開発や事業化に向けたフォローアップを行う。

地域資源活用型事業化実現事業 助成 2/3以内 中小企業者等 地域資源を活用した新商品・新サービスの開発から販路開拓までの事業化実現に向

けた一連の取組に要する経費に対する助成を行う。

①新商品等開発事業②マーケティング開発事業(助成上限300万円)

そ

の

他

北海道 地域づくり総合交付金 交付 1/2以内 営利を目的としない団体 地域課題の解決や地域活性化を目的として取り組む各種事業に要する経費に対して

交付する。

①イベント開催事業②広報普及事業③人材育成事業 等(交付上限300万円)

総務省 地域おこし協力隊 特別

交付

税

定額 自治体 都市圏の住民が概ね1年以上3年程度、地域で生活し、農林漁業の応援、水源保

全・監視等の地域活動を実施する経費について特別交付税を措置する。

(交付税上限400万円)

((((平成２４年度平成２４年度平成２４年度平成２４年度))))



観光がもたらす経済波及効果推計調査(抜粋)

北海道新幹線開業を見据えた観光客動向に関するWEBアンケート調査(抜粋)
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観光客入込数推計観光客入込数推計観光客入込数推計観光客入込数推計

・宿泊客

19,500人

(町観光客推計)

・日帰り客

438,800人

(町観光客推計)

①

観光客実数の推計

観光客一人当たり

平均観光消費額推計平均観光消費額推計平均観光消費額推計平均観光消費額推計

・日帰り客

1,400円

(アンケート調査n=289)

・宿泊客

24,121円

(アンケート調査n=160)

②

一人当たり消費額の推計

八雲町における

総観光消費額算出総観光消費額算出総観光消費額算出総観光消費額算出

1, 84,6801, 84,6801, 84,6801, 84,680千円千円千円千円

・日帰り客

614,320千円

・宿泊客

470,360千円

③

全体消費額の推計

①×②

就業、税収関連指標

④産業連関分析により経済波及効果を算出

八雲町産業連関表の作成八雲町産業連関表の作成八雲町産業連関表の作成八雲町産業連関表の作成

波及効果算定に当たり、より精度を高めるために北海道道南地域産業連関表を

基に八雲町独自の連関表を作成～今後の各種シミュレーションに活用可能

八雲町産業連関表(3部門)

中間需要

中間需要計

第１次産業 第２次産業 第３産業

中

間

投

入

計

1,924 9,206 169 11,299

3,138 9,534 5,712 18,384

1,827 8,168 11,595 21,590

中間投入計 6,889 26,908 17,476 51,273

粗

付

加

価

値

雇用者所得 1,879 7,974 20,506 30,359

営業余剰 3,219 1,987 6,116 11,322

資本消耗引当 1,289 1,566 8,184 11,039

その他 448 920 2,432 3,800

粗付加価値額 6,835 12,447 37,238 56,520

町内生産額 13,724 39,355 54,714 107,793

北海道新幹線開業を見据えた観光客動向調査(送客機関等ヒアリング) (抜粋)

【東京】

●北関東中心に需要は伸びる。開業年は興味(乗車したい)

からの特需が期待される。

●現状では青森まで新幹線で行って、乗り継いで函館には

ほとんどない。

●道南単独ではなかなか伸びないだろう。

【仙台】

●青森～函館間の利用増は見込める。仙台では青森又は函館

人気は高い。

●北陸新幹線の開通により、北陸需要は増えるだろう。仙台

～北陸3時間半は魅力的⇒北陸ラインナップは確実に増える。

①利用地域(北関東、東北)

【東京】

●食に対する興味は強い⇒量よりも質が重要、畑で採れた野菜を旅館で

食べさせてくれる。

●日本海側で海が見える、海に湯船から触れる温泉、朝でしか見えない、

夕方しか見えない景観スポット。

●複数のコンテンツの掛け合わせが重要。

【仙台】

●東北の方はある程度北海道には行っているので珍しさは重要。

●食プランは東北域内の商品は売れるが、その他の地域の物は売れない。食

だけでなく、いくつかのコンテンツの掛け合わせが必要⇒食、温泉、歴史。

●自然は重要なコンテンツではあるが、道南＝北海道のイメージは少ない。

道東、道北のイメージが強い。

②利用目的(食ツアー、体験ツアー、温泉ツアー)

【東京】

●函館INの千歳OUTが主流⇒様々なところを見てみたい人

が中心でエリア滞在は難しい。

●東北のシニア層(現状、函館で連泊しているような人たち)

に温泉とセットでPRすれば函館IN函館OUTは考えられる。

●関東からの旅行では、東北とのセットはあまり考えられな

い→途中下車して道南の需要はない。

【仙台】

●東北は中部、関西への旅行はJRの利用が高い。

●仙台～京都60%はJR利用、関西は70～80%は飛行機⇒

伊丹空港から戻るのに抵抗があるのか？

③利用動向(函館IN新千歳OUT)

【東京】

●体験メニューは場所ごとに実施するが、1メニュー30分

2000円ぐらいが相場。

●2次交通の整備⇒無駄な待ち時間をなくす、空き時間の過

ごし方を考えてほしい。

●｢くるるの杜」のような、品質が見える、農家からの直の

ファームレストランなど。

●漁師ならではの料理(番屋の活用)。

●ジャガイモ:ふかしいも、いももち等の販売を<道の駅>を

もっと活用してほしい。

●東北との食文化との連携(歴史的なつながりを活用)。

④期待する素材

1 道内への訪問実態

・訪問したことのあるまちは、函館市が7割近くを占める。

・訪問目的は「景観観賞」、「グルメ」が上位。

2 旅行者のニーズ

・道南旅行への関心は｢地元らしい料理や名物料理｣と｢温泉｣が上位。

・八雲町で行って見たいスポットは｢噴火湾パノラマパーク」、「熊の湯」、「雲石峡（雲石峠)」が上位。

3 北海道新幹線のニーズ

・往復とも新幹線を利用したい人は2割弱、行き・帰りのどちらかで新幹線を利用したい人が2割強。

・北海道新幹線新函館駅(仮称)を降りたあとの最初の訪問先は｢函館方面｣が7割弱、その後の訪問先は、1位｢札幌方面｣、2位｢小樽・倶知安・ニセコ方面」。

次の訪問先

最初の訪問先

渡島・檜山渡島・檜山渡島・檜山渡島・檜山 渡島・檜山以外渡島・檜山以外渡島・檜山以外渡島・檜山以外

渡島・檜山 渡島・檜山ステイ型 22.9 渡島・檜山経由流動型 55.6

渡島・檜山以外 渡島・檜山リターン型 5.7 渡島・檜山スルー型 15.8

(%)

今後は、この“渡島・檜山ステイ型の割合をいかに増やしていくか渡島・檜山ステイ型の割合をいかに増やしていくか渡島・檜山ステイ型の割合をいかに増やしていくか渡島・檜山ステイ型の割合をいかに増やしていくかが大きな課題である。

最終需要

最終

需要計

需要合計

(控除)

移輸入

町内

生産額

町内最終需要

移輸出

消費 投資

中

間

投

入

計

第１次産業 517 761 7,384 8,662 19,961 -6,237 13,724

第２次産業 9,316 15,892 20,150 45,358 63,742 -24,387 39,355

第３次産業 58,113 1,653 11,243 71,009 92,599 -37,885 54,714

中間投入計 67,946 18,306 38,777 125,029 176,302 -68,509 107,793

(単位:百万円)つづき

AAAA 直接効果直接効果直接効果直接効果 10.8410 .8410 .8410 .84億円億円億円億円

BBBB 生産誘発効果生産誘発効果生産誘発効果生産誘発効果(1(1(1(1次波及次波及次波及次波及)))) 12 .4312.4312.4312.43億円億円億円億円

CCCC 家計迂回効果家計迂回効果家計迂回効果家計迂回効果(2(2(2(2次波及次波及次波及次波及)))) 1 . 331. 331. 331. 33億円億円億円億円

総合効果総合効果総合効果総合効果 13.13.13.13.８億円（波及効果倍率８億円（波及効果倍率８億円（波及効果倍率８億円（波及効果倍率1.27)1.27)1.27)1.27)

参考参考参考参考

■八雲町における総生産額

約1.078億円

■八雲町における移輸出額

約388億円

■八雲町における移輸入額

約685億円

■八雲町における成際収支

マイナス約297億円

(平成23年度ベース)
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道南北部エリアにおける観光振興の体系

地域資源を有効に活用し、交流人口を拡大するとともに１次、２次産業への効果的に波及

させることで地域経済の活性化を図り、活気を取りもどす“新しいまちづくり策”

★持続可能な地域経済の発展を図るために、地域にある強みを活かした産業（観光）を

育成することで、地場食材を活用した食の魅力創造や地元の基幹産業と連携した体験

観光メニューの開発、地域の歴史的遺産等を観光資源として活用促進し、新たな観光

資源の発掘・磨き上げをする。

★北海道新幹線開業を見据え、近隣町村等と連携した受け入れ体制（地域プラットフォ

ーム）の構築を図ることで、道立公園「噴火湾パノラマパーク」を拠点とした町内及

び近隣町村との観光ネットワークの形成を目指す。

①企画調整、評価分析の仕組みづくり

■「噴火湾パノラマパークを活用したまちづくり協議会

②体制の強化

■八雲観光物産協会の法人化

③拠点の整備

■八雲町「情報交流物産館（仮称）」の整備

④受け入れ機能の向上

■町民意識の醸成と知見の向上

⑤広域連携の仕組みづくり

■広域連携協議会への参画

Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４Ｈ２４ 八雲町交流人口の拡大による新しいまちづくりの“基礎づくり”八雲町交流人口の拡大による新しいまちづくりの“基礎づくり”八雲町交流人口の拡大による新しいまちづくりの“基礎づくり”八雲町交流人口の拡大による新しいまちづくりの“基礎づくり”

①観光まちづくりの推進

・観光を通じたまちづくりに関する意識醸成と

統一目標設定

②地域資源利活用の推進

・歴史、自然、食材等の地域資源を活用した

観光・物産に関する商品開発

③情報受発信力の強化

・北海道新幹線新函館駅（仮称）開業を

見据えたプロモーション活動

交流人口の拡大による新しいまちづくりＰＪ

～八雲町における観光と物産の振興～

Ｈ２５～アクションプランの実行Ｈ２５～アクションプランの実行Ｈ２５～アクションプランの実行Ｈ２５～アクションプランの実行

○アクションプラン策定

・経済波及効果の推計など基礎調査

○八雲観光物産協会による法人化検討

○情報交流物産館（仮称）整備検討と

合意形成

○各種セミナーなどの開催

○観光商品の企画やモニターツアーの実施

○新幹線開業後の観光客の動向調査

○広域協議会との連携

北海道新幹線

開業を見据えた

広域観光連携協議会

道南北部エリアにおける“交流・滞在型観光システム”の構築道南北部エリアにおける“交流・滞在型観光システム”の構築道南北部エリアにおける“交流・滞在型観光システム”の構築道南北部エリアにおける“交流・滞在型観光システム”の構築

新たな広域観光エリア（道南北部）戦略新たな広域観光エリア（道南北部）戦略新たな広域観光エリア（道南北部）戦略新たな広域観光エリア（道南北部）戦略

エリアエリアエリアエリアの状況の状況の状況の状況

■エリアが旅の目的地に

なっていない

■エリアが一つの観光圏とし

て機能していない

■団体通過型の観光が多い

■個人やグループ旅行の多様

なニーズに応えられて

いない

■持続可能な地域運営を行う

ためのシステムが

出来がっていない

目指す姿目指す姿目指す姿目指す姿

◆各地域のDNAを感じること

ができるコンテンツづくり

◆インフォメーション拠点の

整備

◆コンシェルジュの育成と

ネットワーク化

◆二次交通ネットワークの

情報整理と組み立て

◆WEB、マスメディア対応

黒松内町黒松内町黒松内町黒松内町 蘭越蘭越蘭越蘭越町町町町

寿都町寿都町寿都町寿都町

島牧町島牧町島牧町島牧町

せたなせたなせたなせたな町町町町

今金今金今金今金町町町町

八雲八雲八雲八雲町町町町

長万部長万部長万部長万部町町町町

２４２４２４２４

連携に向けたベースづくり連携に向けたベースづくり連携に向けたベースづくり連携に向けたベースづくり

★協議会の立上げと議論の

開始

★ワークショップによる

地域資源の抽出

★旅行誌等編集者による

モ二ターツアーの実施

★WEBによる観光客動向

調査の実施

★二次交通問題の検討に

必要な基礎調査の実施

２５２５２５２５

アクションのベースづくりアクションのベースづくりアクションのベースづくりアクションのベースづくり

★コミュニティツーリズム

開発チームの編成

★旅の目的となる商品企画

とエリアイメージの確立

★案内員の質の向上・

ネットワーク化

★ステップアップした

コンテンツによる

モニターツアーの実施

★二次交通における課題

抽出と対応方向の検討

★他の道南エリアとの連携

２６２６２６２６

アクションの磨き上げアクションの磨き上げアクションの磨き上げアクションの磨き上げ

★コミュニティツーリズム

受入体制の整備

★一般商品化による

モニターツアーの実施

★コンシェルジュ等による

道南エリアネットワーク

の構築

★モニターツアーと連動

した交通ネットワークの

実証実験

★他の道南エリアとの連携

２７２７２７２７

プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション

★WEB、マスコミ等を

活用したPR活動

★関係機関(旅行会社、

レンタカー会社、

旅行誌編集社等)への

商品提案

★“青函観光博(仮称)”

への参画

実現手法とステップ実現手法とステップ実現手法とステップ実現手法とステップ

広域連携広域連携広域連携広域連携((((開発チームと開発チームと開発チームと開発チームと

コンシェルジュコンシェルジュコンシェルジュコンシェルジュ))))のののの

枠組みづくり枠組みづくり枠組みづくり枠組みづくり

コミュニティツーリズムコミュニティツーリズムコミュニティツーリズムコミュニティツーリズム

の開発の開発の開発の開発

マーケティングとマーケティングとマーケティングとマーケティングと

プロモーションプロモーションプロモーションプロモーション

交通ネットワークの構築交通ネットワークの構築交通ネットワークの構築交通ネットワークの構築

北海道新幹線北海道新幹線北海道新幹線北海道新幹線

新函館駅新函館駅新函館駅新函館駅((((仮称仮称仮称仮称))))開業開業開業開業

噴火湾パノラマパークを活用したまちづくり協議会
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Ｈ２４年度の主な取り組み

～町内連携と基礎資料等の整備～～町内連携と基礎資料等の整備～～町内連携と基礎資料等の整備～～町内連携と基礎資料等の整備～

■噴火湾パノラマパークを活用したまちづくり協議会による議論

・協議会 ４回

・幹事会 ４回

■共通認識の醸成

・八雲町産業施設視察会

■基礎調査の実施

・八雲町観光（交流人口）経済波及効果推計調査

・八雲町観光客動向調査

■アクションプランの策定

・八雲町“交流人口の拡大による新しいまちづくり”

アクションプランVol.１

企画調整と評価分析企画調整と評価分析企画調整と評価分析企画調整と評価分析

～中核となる組織の育成～～中核となる組織の育成～～中核となる組織の育成～～中核となる組織の育成～

■八雲観光物産協会の法人化と拠点(情報交流物産館)運営の検討

・法人化検討委員会 １７回

・役員会 ６回

・総会（臨時会を含む）２回

■各種勉強会など

・法人運営等に関する専門家招へい

・拠点施設に関する視察

・物産振興に関する勉強会

・観光振興に関するワークショップ

・町が実施する基礎調査への協力

・各種セミナー、研修会の共催 など

体制の強化体制の強化体制の強化体制の強化

～各種事業の実施～～各種事業の実施～～各種事業の実施～～各種事業の実施～

■気運醸成

・交流人口の拡大による新しいまちづくりセミナー

・新たな観光地域づくりキックオフセミナー（共催）

■知見の向上

・交流人口の拡大による新しいまちづくり研修会（２回）

・台湾を知るセミナー（共催）

■企画立案

・ワークショップ“わがマチの目玉メニューを考える”

・八雲町異業種交流研修会“八雲町の資源とプレイヤー”と 異業種懇談会

■実施

・小牧市民活動ネットワーク体験観光モニターツアーｉｎ八雲

・道南“秋の紅葉＆新観光地をめぐる旅”モニターツアー

個別機能の強化個別機能の強化個別機能の強化個別機能の強化

～情報交流物産館（仮称）の整備～～情報交流物産館（仮称）の整備～～情報交流物産館（仮称）の整備～～情報交流物産館（仮称）の整備～

■町議会への説明

・常任委員会 ５回

・全員協議会 ７回

■意見の集約

・パブリックコメントの実施

・八雲観光物産協会での検討

・噴火湾パノラマパークを活用したまちづくり協議会での議論

・出前説明会の実施（町長と語る町内会長会議 など）

■関係機関との調整

・北海道、ＰＦＩ（株）との調整会議 ２回

拠点の整備拠点の整備拠点の整備拠点の整備

～検討と共同事業の実施～～検討と共同事業の実施～～検討と共同事業の実施～～検討と共同事業の実施～

■北海道新幹線開業を見据えた広域観光連携協議会

・協議会 ２回

・幹事会 ２回

■企画立案・検討

・ワークショップ“わがマチの目玉メニューを考える”

・道南“秋の紅葉＆新観光地をめぐる旅”モニターツアー

・道南広域ＷＥＢ調査

・広域観光振興に係る地域交通基盤調査

■連携の気運醸成

・新たな観光地づくりキックオフセミナー（共催）

・「新たな広域観光エリア戦略」策定（協力）

広域連携の仕組み作り広域連携の仕組み作り広域連携の仕組み作り広域連携の仕組み作り


